
平成30年度｢認知症講演会｣および「認知症サポーター養成講座」 

～認知症にやさしい地域づくりをめざして～ 
 認知症になっても、周囲の正しい理解や支援があれば、豊かな感情や自分らしさを保ちながら穏やかに地

域で暮らしいくことが可能です。認知症についての理解を深め、安心して暮らせるまちづくりを推進してい

くため、下記のとおり「認知症講演会」および「認知症サポーター養成講座」を開催します。 

 

＜日 時＞ 平成３０年１０月３日（水） 13：30～15：00 
 

＜場 所＞  里庄町健康福祉センター ２階 講義室 
 

＜講 師＞  公益社団法人 認知症の人と家族の会 岡山県支部 顧問  

妻井 令三
つ ま い  れ い ぞ う

 先生 
            

 

 

 

 

 

 

 

＜申込み方法＞ 下記申込書を持参または電話で９月２８日（金）までに 

里庄町地域包括支援センターまでお申し込みください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                             

認知症講演会および認知症サポーター養成講座申込書  締めきり：９／２８（金） 

氏 名  電話番号       

住 所 里庄町 生年月日     年  月  日 

※所属しているボランティア団体、住民組織等がありましたらご記入下さい。 

【ボランティア・住民組織等団体名：                             】 

 

※今までに認知症サポーター養成講座を受けたことがありますか。（ 有 ・ 無 ） 

 

申し込み・問い合わせ先 

里庄町地域包括支援センター  電話：６４－７２３２ 

 

 

 

    

認知症サポーターとは？ 

認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守り支援

する応援者です。何か特別なことをするのではなく、自分のできる範

囲で活動をします。 

◆経歴 
昭和12年 岡山県高梁市生まれ 
昭和35年 岡山大学法学部史学科卒、山陽放送（株）入社 
平成10年 山陽放送（株）定年退職 
平成13年 認知症の人と家族の会岡山県支部代表に就任 
平成27年 公益社団法人認知症の人と家族の会岡山県支部 
      代表を退任・顧問に就任 

平成 5 年頃より田舎に独居する母の認知（痴呆）症罹患の対応
に苦慮し、介護した経験から「家族の会」岡山県支部結成に関
わり、現在に至る。 

◆現在 
岡山県人権教育推進委員会委員 
岡山県社会福祉協議会経営企画委員会委員 

川崎医療福祉大学 非常勤講師 

岡山県立大学非常勤講師 

きのこエスポアール病院 倫理委員会委員  等 

切りとり線 


